
卒
業
お
め
で
と
う

平
成
㆓㆒
年
度 

富
士
大
学
卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式

答辞を述べる金吏子さん

︱ 

輝
か
し
い
未
来
へ 

︱

　

平
成
21
年
度
卒
業
式
・
大
学

院
修
了
式
が
３
月
19
日
10
時
か

ら
、
花
巻
市
文
化
会
館
に
て
挙
行

さ
れ
た
。
式
で
は
、
学
部
卒
業
生

総
代
の
飯
山
茉
衣
さ
ん（
経
営
法

学
科
）に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、

大
学
院
修
了
生
総
代
の
野
村
政
彰

さ
ん（
大
学
院
修
士
課
程
）に
学
位

記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
24
名

の
卒
業
生
が
表
彰（
学
業
成
績
優

秀
賞
・
学
術
論
文
優
秀
賞
・
課
外

活
動
優
秀
賞
）を
受
け
た
。

　

藤
原
学
長
が
式
辞
を
述
べ
、
大

石
満
雄
花
巻
市
長（
副
市
長
代

読
）と
小
松
彰
一
橋
大
学
大
学
院

教
授
か
ら
卒
業
生
へ
の
前
途
を
祝

福
し
た
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
金
吏
子

さ
ん（
経
営
法
学
科
）は
、「
こ
の

４
年
間
は
か
け
が
え
の
な
い
日
々

で
あ
り
、
沢
山
の
出
会
い
は
自
分

自
身
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
。
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
一
歩
一

歩
着
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」と

答
辞
を
述
べ
た
。

　

13
時
か
ら
は
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ

イ
ー
が
花
巻
温
泉
で
催
さ
れ
、
卒

業
生
、
修
了
生
、
教
職
員
ら
が
賑

や
か
に
集
い
、
卒
業
の
門
出
を

祝
っ
た
。

富
士
大
学　
学
長　
　

藤
原 

隆
男

﹁
愛
さ
れ
る
人
間
に
﹂

　

今
日
の
社
会
は
知
識
基
盤
社
会

で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。人
類
は
古

来
か
ら
多
く
の
智
恵
を
生
み
出
し
て

き
ま
し
た
。智
恵
の
最
高
傑
作
は
変

わ
る
こ
と
の
な
い
真
理
の
発
見
で
あ

り
ま
す
。現
代
社
会
は
激
し
い
変
化

の
中
で
生
じ
た
世
界
的
な
経
済
不
況

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、様
々
な
知

恵
を
働
か
せ
、努
力
を
し
て
い
ま
す
。

社
会
は
、冷
静
に
物
事
を
と
ら
え
て

現
実
に
対
峙
す
る
人
材
を
望
み
、今

こ
そ
、皆
さ
ん
の
若
く
柔
軟
な
発
想

か
ら
生
ま
れ
る
知
恵
と
行
動
力
に
よ

る
社
会
貢
献
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
理
論

「
不
易
流
行
」は
真
理
と
変
化
を
見

極
め
る
代
名
詞
の
よ
う
に
取
り
上

げ
ら
れ
ま
す
。今
日
、国
内
外
の
社
会

は
、「
変
革
」や「
交
替
」な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で「
流
行
」の
時
代
を
印
象

づ
け
ま
し
た
。「
流
行
」は
社
会
の
進

歩
・
発
展
の
原
動
力
と
し
て
作
用
し

ま
す
が
、「
流
行
」の
流
れ
を
支
え
、進

歩
・
発
展
の
方
向
に
導
く
作
用
を
持

つ
の
が
、「
不
易
」で
あ
り
ま
す
。真
理

は
、「
黄
金
律
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ル
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
ま
す
。こ

れ
を
ふ
ま
え
て
、日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
社

会
の
形
成
と
発
展
に
貢
献
し
た
人
物

を
二
人
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は

渋
沢
栄
一
と
松
下
幸
之
助
で
あ
り
ま

す
。二
人
の
考
え
の
根
底
に
あ
る
も
の

は
論
語
の
精
神
で
あ
る「
忠
恕
」で
あ

り
ま
す
。渋
沢
は「
論
語
と
算
盤
」の

中
で
、人
間
の
行
き
着
く
不
変
の
真

理
、モ
ラ
ル
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、最
近
出
版
さ
れ
た
松
下
幸
之

助
の「
人
生
と
仕
事
に
つ
い
て
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
こ
と
」の
冒
頭
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
の
心
得
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。『
簡
単
に
い
う
と
、み
ん
な
に
愛

さ
れ
る
こ
と
で
す
ね
。…
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
の
い
ち
ば
ん
大
事
な
務
め
は
愛
さ

れ
る
こ
と
…
そ
れ
が
で
き
な
い
人
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
は
適
さ
な
い
で
す
。』

と
。「
愛
さ
れ
る
人
」こ
れ
は
松
下
自

身
の
人
生
観
で
も
あ
り
ま
し
た
。　

　
こ
れ
か
ら
社
会
に
踏
み
出
す
皆
さ

ん
は
、多
様
な
セ
ー
ル
ス
が
求
め
ら
れ

ま
す
。こ
の
と
き
、最
も
必
要
な
も
の

は
取
引
先
、企
業
内
で
確
固
た
る
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
あ
り
、「
愛
さ

れ
る
人
間
」に
な
る
こ
と
で
す
。本
学

の
学
生
は
地
域
社
会
か
ら「
あ
い
さ

つ
が
出
来
る
学
生
」と
の
評
価
を
受

け
て
お
り
、「
愛
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
」の
条
件
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
明
日
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
、社
会
貢
献
の
第
一
線

に
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

お
わ
り
に
、本
学
教
育
に
対
す
る

ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
ご

家
族
の
皆
様
、関
係
者
の
方
々
に
、改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、卒
業
生
、修
了
生
の
皆
様
方
の
輝

か
し
い
前
途
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

学
長
式
辞
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学
部
卒
業
生
を
代
表
し
て

大
学
院
修
了
生
を
代
表
し
て

ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
を
財
産
と
し
て
巣
立
つ
学
生
達

　

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
学
生
生

活
が
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
４
年
間
で
私
は
、『
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
』を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
先
生
方
や
ホ
ッ
ケ
ー
部
の

先
輩
方
に
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
友
人
や
後
輩
た
ち
と

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
所

で
こ
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
な
け

れ
ば
、
そ
の
方
々
と
出
会
う
こ
と

す
ら
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
る
と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
出
会

い
に
感
謝
し
、
大
切
に
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の

　

大
学
院
に
入
学
し
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
2
年
が
経
ち
、
無
事
修

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会

計
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
私

は
、
仕
事
上
、
会
計
や
税
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
院
で

学
問
と
し
て
の「
租
税
法
」を
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
視
点
か
ら

税
法
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

会
計
や
税
務
が
、
政
治
や
財
政
・

経
営
法
学
科　
学
士
（
経
営
法
学
）

飯
山　
茉
衣

経
済
・
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
科　
修
士
（
経
済
学
）

野
村　
政
彰

藤
田　
康
雄  

教
授

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
今
の
自
分
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
親
元
を
離
れ
て
の
生
活

で
、
改
め
て
家
族
の
大
切
さ
を
感

じ
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

遠
く
離
れ
て
過
ご
し
て
い
て
も
、

帰
る
場
所
が
あ
る
と
思
え
る
だ
け

で
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
、
様
々

な
こ
と
に
臆
す
る
こ
と
な
く
挑
戦

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
間
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
生
き
、
日
々
成
長
し
て
い

く
と
私
は
考
え
ま
す
。
今
ま
で
の

出
会
い
や
様
々
な
場
面
が
全
て
今

に
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
と
思
う
の
で
す
。

　

卒
業
後
、
社
会
へ
出
て
、
ま
た

新
た
な
出
会
い
が
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
の
こ
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

経
済
な
ど
の
隣
接
分
野
と
互
い
に

影
響
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学

院
の
2
年
間
で
は
、
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
2
年
間

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
指

導
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生

方
の
ご
指
導
、
お
よ
び
事
務
局
や

図
書
館
司
書
の
方
々
の
ご
支
援
の

賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
学
友
か
ら
も
良
い
刺
激
を
受

け
、
そ
れ
を
糧
と
し
て
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
税
理
士
と
い
う
職

業
は
、
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主

に
と
っ
て
、
一
番
身
近
な
法
律
家

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
税
理
士
に

　

花
巻
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
懇
親
会

「
新
春
の
集
い
」が
本
年
１
月
28
日

に
行
わ
れ
、
当
大
学
の
４
年
生　

佐
々
木
麻
美
さ
ん
、
佐
藤
千
尋
さ

ん
、
堀
切
郁
香
さ
ん
が
参
加
し
、

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。
３
人
は
１

年
生
の
時
に「
第
62
回
日
本
ユ
ネ
ス

コ
運
動
全
国
大
会
」を
花
巻
で
開

催（
平
成
18
年
６
月
３
～
４
日
）し

た
折
、
協
会
会
員
の
補
助
員
と
し

て
当
日
の
諸
仕
事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
担
い
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
大
会
を
振
り
返
る
と
、

「
考
え
て
い
ま
す
か　

と
な
り
の

ひ
と
を
︱
平
和
と
共
生
の
明
日
に

　

急
逝
し
た
小
山
田
了
三
前
学

長
の
後
任
と
し
て
平
成
21
年
11

月
に
、
藤
原
隆
男
氏（
71
）が
就

任
し
た
。

　

経
済
単
科
大
学
と
い
う
特
殊

性
を
生
か
す
と
と
も
に
、｢

地
域

経
済
文
化
研
究
所｣

な
ど
の
教

員
組
織
、
学
生
た
ち
が
、
市
民
、

地
域
と
連
携
を
強
め
ら
れ
れ
ば
、

発
展
の
可
能
性
は
広
が
る
と
大

学
の
潜
在
能
力
を
信
じ
る
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
時
代
が
続
く
が
、
教
職
員

が
力
を
合
わ
せ
て
夢
と
活
力
の

あ
る
大
学
を
目
指
し
て
努
力
し

た
い
と
語
る
。

　

現
在
も
経
営
史
や
経
済
史
の

講
義
を
受
け
持
ち
、
休
日
は
論

文
原
稿
の
執
筆
な
ど
に
励
む
。

◇ 

藤
原 

隆
男 

◇

　

岩
手
大
学
卒
。
岩
手
大
学
教

育
学
部
長
を
経
て
、
16
年
本
学

教
授
。
18
年
本
学
教
授
兼
学
長

補
佐
。
農
学
博
士
。
岩
手
県
紫

波
町
出
身
。

期
待
さ
れ
る
職
務
は
会
計
や
税
務

の
み
な
ら
ず
、
多
岐
に
わ
た
る
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
学
院

で
学
ん
だ
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、

向
か
っ
て
︱ 

」と
い
う
テ
ー
マ
で
実

行
さ
れ
、
全
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
運

動
に
係
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
約
８
０
０
人
程
参
加
し
た
大
会

で
し
た
。
前
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
の
山
折
哲
雄
氏
に

よ
っ
て「
文
明
の
共
存
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

分
科
会（
世
界
寺
子
屋
運
動
、
世

界
遺
産
活
動
等
）が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
大
会
の
延
長
線

上
で
花
巻
市
に
お
い
て
は
、
昨
年

10
月
に
〝早
池
峰
神
楽
〟が
ユ
ネ
ス

コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機

関
）に
よ
っ
て
世
界
の
無
形
文
化

遺
産
と
し
て
登
録
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
新
春
の
集
い
」に
参
加
し
た
３

学
生
は
、
そ
の
成
長
し
た
姿
に
感

激
し
た
会
員
の
方
々
の
温
か
い
歓

迎
を
受
け
、
新
渡
戸
稲
造
に
つ
い

て
再
勉
強
し
、
参
加
し
た
方
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
そ

れ
を
心
の
財
産
の
一
つ
と
し
て
社
会

に
旅
立
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
３
人
の
社
会
人
と
し
て
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

関
係
諸
法
令
の
あ
ら
ゆ
る
変
化
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
努

力
を
怠
ら
ず
、
中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
学
で
学
ぶ
機
会
を

与
え
て
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 21 年度 学長表彰受賞者

【
学
業
成
績
優
秀
賞
】

飯
山　
茉
衣

金　
　
吏
子

佐
々
木
雄
輔

多
出
村
貴
大

伊
藤
佑
太
郎

安　
ソ
ヨ
ン

西
塚　
孝
樹

小
山　
年
昭

【学術論文優秀賞】
佐川　　優
　論題
　　「観光の行動選択心理に関する一考察」

【
課
外
活
動
優
秀
賞
】

　
　
体
育
関
係

夏
井　
大
吉

守
安　
玲
緒

ジ
ェ
ゴ・エ
ン
ヒ
ケ・フ
ラ
ン
サ

吉
田　
翔
吾

武
田　
　
亮

金　
　
吏
子

藤
原
ち
ひ
ろ

福
岡　
朋
宏

伊
藤　
恵
理

本
田　
郁
美

大
巻　
佑
馬

佐
藤　
千
尋

谷
地　
隼
人

＜ 大学院 ＞
【学術論文優秀賞】

野村　政彰
　論題
　　「租税法規不遡及の原則についての一考察」
　　　　
新田　安信
　論題 
　　 「北上川中流域における工業基盤の史的研究」
　　　　

【学術論文特別賞】
鈴木　　薫（平成20年度修了生）
　論題  「消費税の諸問題と
　　　　インボイス方式導入に関する一考察」

新
学
長
紹
介

※本論文は公益財団法人租税資料館奨励賞を受賞
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２
０
１
０ 

合
同
会
社
説
明
会
開
催

　

本
年
度
の
全
国
の
高
校
生
を
含
め

た
新
卒
者
の
就
職
状
況
は
、
依
然

就
職
部
長　

菊
池 

定
一 

建
設
業
経
理
士
合
格

㈶
実
務
技
能
検
定
協
会
よ
り

団
体
優
秀
賞
受
賞

経
営
情
報
学
科
４
年

李イ 

海ヘ
ウ
ォ
ン元  

さ
ん

（
韓
国
人
留
学
生
）

　

昨
年
、
秘
書
検
定
に
合
格
し
た

李　

海
元
さ
ん
が
、
今
度
は
財
団
法

人
建
設
業
振
興
基
金
の
建
設
業
経

理
士
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

建
設
会
社
の
経
営
を
支
え
る
会

計
処
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
、
業
界
で
は
非
常
に
優
遇

さ
れ
る
資
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
格
率
が
5
割
を
切
る
、
日
本

人
で
も
難
し
い
試
験
を
本
学
の
留

学
生
が
取
得
し
た
こ
と
で
、
他
の

一
般
学
生
や
留
学
生
の
い
い
刺
激

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　建設業
シリウス　　
セキスイハイム東北　
大東建託  
日鉄室蘭エンジニアリング
　製造業
アイオー精密
畔柳工業　　
ケミコン米沢
佐川印刷　　
診療印刷　　
新日鉄君津
ニッポー
フタバ食品
三菱重工業　
六花亭製菓
　電気業
東京電力　　
　情報・通信業
エクナ
ネクシィーズ　
　新聞業
岩手日報社　
　運輸業
佐川急便　
日本通運　
ハート引越センター
芳賀通運
　金融・保険業
秋田銀行　
北上信用金庫　
盛岡信用金庫
ライフパートナー
　不動産業
千年堂不動産販売
デュウェレ　

　卸小売業
阿部長
石本商事
エナジック　
大森石油
小田島商事
キクチ
コメリ
三櫻
下久保建材店　
ショウエー　
大創産業　　
トヨタカローラ秋田
肉の横沢
日新スズキ販売
ネッツトヨタ青森
ネッツトヨタ山形
富士鉱油　
ホットマン　
ホンダ四輪販売北東北
マルニ
ミツワ
ユアサ商事　
ヨドバシカメラ　
ＪＯＭＯネット
　飲食、宿泊業
田沢湖ホテル
フォルクローロいわて東和
プリンスホテル
モンテローザ　
　医療・福祉
至誠堂病院　
南生会
白寿殿
八戸グリーンハイツ
室岡整形外科医院

　教育・学習支援
杜陵高等学校（商業）
軽米高等学校（商業）
白鷹自動車学校
盛岡南ドライビングスクール
　複合サービス業
岩手ふるさと農業協同組合
みやぎ生活協同組合
出版健康保険組合
　サービス業
アイティ･コミュニケーションズ
青森綜合警備保障
アサヒセキュリティ
岩手コンポスト
エスタディオ
扇屋商事
七福人
シミズオクト
神出設計　
綜合警備保障　
ダイナム
東都クリエイト
ニラク
ビーコム
メディカルサポート　
ローズガーデン
ＴＨＩＮＫフィットネス
　公務
陸上自衛隊
海上自衛隊
宮城県警察
山形県警察
千葉県警察
遠野市役所
川崎市役所
大原町教育委員会

●主な就職先（平成22年3月卒業）

1年次 2年次 3年次 4年次

職業意識を持つ 進路を考える 就職活動の準備 就職活動本番 就職内定

働くことの意義を考え、
社会の仕組みを学ぶ

自分の将来を設計する 就職活動において役立
つ実践力を身に付ける

理想とする将来へ向け
て就職活動に臨む

今まで培った実力を発
揮し就職内定を目指す

イベント

⃝就職ガイダンス
⃝各種資格取得講座
⃝進路希望アンケート

イベント

⃝就職ガイダンス
⃝各種資格取得講座
⃝一般職業適性検査
⃝ OB・OG 講話
⃝就職準備マナー講座

イベント

⃝就職ガイダンス
⃝各種資格取得講座
⃝就職希望調査
⃝外部講師による講座
⃝インターネットシステム説明
⃝自己分析ガイダンス
⃝ OB・OG 講話
⃝職務適正テスト
⃝就職準備マナー講座

………………
就職応援ブック配付

イベント

⃝学内合同会社説明会
⃝合同就職面接会
⃝単独企業説明会
⃝公務員業務説明会
⃝履歴書・エントリーシー

ト書き方指導
⃝模擬面接
⃝個別面談

………………
求人情報を提供し、学生
一人ひとりを支援します

イベント

⃝公務員試験説明会
⃝個別面談
⃝合同就職面接会
⃝内定届提出
⃝内定者指導
⃝進路調査

⃝どんな職業につきたいか
考え自己分析をする

⃝資格取得をめざす
⃝職業人・社会人として自

分の生き方を考えてみる

⃝期待される社会人とは
⃝就職活動について学ぶ

⃝業界・企業研究
⃝模擬試験

⃝いざ出陣
　勝てる履歴書作成 ＆
　面接試験

⃝就職内定先の会社・業
界について引き続き研究

富士大学では、学生の就職活動を支援するための様々な取り組みがあります。
平成 22 年度からは、キャリア支援講座や指導の充実を図り、学生の進路実現に結び付けていきます。カレンダー

就職活動 Career Support

就職係の万全の
サポート体制

就職ガイダンス（全学年毎）
模擬テスト実施
就職講演会
求人情報資料の収集整備・

求人企業の開拓
就職相談・個別指導

各種資格取得講座
（全学年対象）

公務員試験対策講座
就職試験対策講座
ビジネス系資格講座
簿記・会計資格取得講座
情報系資格取得講座
秘書技能検定対策講座

取得できる資格
★教員免許
　中学校一種
　（社会・保健体育）
　高等学校一種
　（地理歴史・公民・商業・

情報・保健体育）
★スポーツリーダー
★TOEIC　★司書
★上級ビジネス実務士
★上級秘書士  ★秘書検定
★サービス接遇検定
★日商PC検定
★建設業経理士　　　等

と
し
て
内
定
率
が
低
く
、
就
職
浪
人

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
の
落
ち
込
み
は
、
米
国
発
の
世

界
不
況
に
連
動
し
て
お
り
、
一
部
に

は
こ
れ
を
脱
し
た
と
の
見
方
も
あ
る

中
、
雇
用
状
況
の
改
善
を
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
実

に
は
、
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
た
10

年
前
よ
り
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
本

学
で
は
、
企
業
や
公
務
員
・
保
安

関
係
の
採
用
担
当
者
の
参
加
を
お
願

い
し
、
昨
年
と
同
時
期
の
２
月
に
会

場
を
市
内
ホ
テ
ル
に
移
し
て
３
年
生

を
対
象
と
し
た
合
同
会
社
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
就
職
内
定
率（
１
月
末
現

　

２
月
26
日
、
本
学
は
財
団
法
人

実
務
技
能
検
定
協
会
よ
り
団
体
優

秀
賞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
主
催
す
る
秘
書
検
定
な

ど
は
ビ
ジ
ネ
ス
系
検
定
と
呼
ば
れ
、

取
得
す
れ
ば
、
日
常
業
務
を
行
う
上

で
必
要
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
証
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
就
職
活
動
の
際

に
有
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
大
変
役
立

つ
も
の
で
、
文
部
科
学
省
も
認
定
し

て
い
る
非
常
に
人
気
の
高
い
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
毎
年
合
格
者
が
増
え
て

お
り
、
今
年
は
特
に
サ
ー
ビ
ス
接
遇

検
定
試
験
の
中
上
級
合
格
者
が
多

く
、
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
よ

う
で
す
。

在
）が
約
70
％
に
留
ま
る
中
、
本
学

の
就
職
希
望
者
の
内
定
率
は
３
月

末
現
在
で
80
％
を
超
え
、
善
戦
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
定
の
学
生
に
は
、
卒
業

後
も
新
卒
者
体
験
事
業
等
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
就
職
の
選
択
肢
を
広

げ
て
正
規
雇
用
を
目
指
す
努
力
を
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

右から3 人目が菊池就職部長

外部講師による就職活動講座 就職準備マナー講座
携帯版企業情報サイトへの
エントリー講座



ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
貢
献

平
成
21
年
度

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況

花
巻
市
と
友
好
協
力
協
定
を
締
結

日
本
福
祉
工
学
会
論
文
賞
受
賞
― 

筋
繊
維
伝
導
を
研
究
―

　

花
巻
市
と
本
学
は
、
平
成
21
年

12
月
２
日
、
相
互
発
展
及
び
市

政
運
営
の
推
進
に
貢
献
す
べ
く
、

相
互
友
好
協
力
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
調
印
式
で
は
、
大
石
満

雄
花
巻
市
長
と
本
学
の
佐
藤
雄

一
郎
理
事
長
が
協
定
書
に
署
名

し
、
お
互
い
の
持
つ
文
化
・
観
光
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
有
効
に

活
用
し
、
と
も
に
地
域
の
発
展

に
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。
協
定
書
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

生
涯
学
習
、
教
育
文
化
と
観
光
・

交
流
の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
富
士
大
生
に

と
っ
て
は
市
全
体
が
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
り
ま
す
。
こ

の
３
月
か
ら
は
、
市
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
が
減

　

こ
の
１
年
、
体
育
会
の
め
ざ
ま

し
い
活
躍
は
、
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
高
い
成
果
を
あ
げ

た
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
日
頃

培
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
力
と
技
を
生

か
し
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
努

め
る
学
生
も
い
ま
す
。
地
域
と
の

交
流
と
し
て
は
、
各
種
競
技
種
目

の
技
術
指
導
講
習
会
へ
の
支
援
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
支
援
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
と
、
①

県
内
外
の
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
技
術
指
導
や
練
習
の
サ
ポ
ー
ト

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
他
） 

②
近
隣
の
中
学

校
へ
の
部
活
動（
剣
道
部
、
卓
球

部
他
） 

③
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
指
導

者
、
競
技
大
会
の
ス
タ
ッ
フ
や

審
判
員 

④
各
種
競
技
協
会
の
技

術
講
習
会
等
か
ら
の
要
請
へ
の
対

応
、
な
ど
で
す
。

　

競
技
の
指
導
や
運
営
支
援
の
体

験
は
、
学
生
自
身
の
競
技
力
向
上

や
人
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
、
学
生
達
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
窺
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
熱
心
な
指
導
は
地
域
の
子
供

た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
地
域
の

要
請
に
応
え
る
活
動
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
学
業
や
部

活
動
と
の
関
連
で
制
限
さ
れ
る
こ

と
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

精
一
杯
、
応
え
て
行
く
こ
と
が
、

地
域
に
と
っ
て
も
学
生
に
と
っ
て

も
有
意
義
で
す
。
大
学
と
し
て

も
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
大
切
に
し
て
地
域
交
流

を
深
め
、
学
生
の
積
極
的
な
社
会

貢
献
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
屋
内

３
０
０
Ｍ
ト
ラ
ッ
ク
・
多
目
的
運

動
場
・
50
Ｍ
温
水
プ
ー
ル
が
一
体

と
な
っ
て
お
り
、
大
学
施
設
と
し

て
は
日
本
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇

り
ま
す
。

　

全
学
生
に
開
放
さ
れ
、
体
育
の

授
業
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

免
さ
れ
、
よ
り
い
っ
そ
う
地
域

に
根
差
し
た
研
究
活
動
や
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
本

学
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
学

が
あ
る
花
巻
市
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
図
っ
た
り
す
る

い
い
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

減
免
対
象
と
な
る
施
設
は
、

宮
沢
賢
治
記
念
館
・
花
巻
市
博

物
館
・
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

な
ど
の
文
化
・
観
光
12
施
設
と
、

花
巻
市
民
プ
ー
ル
・
鉛
温
泉
ス

キ
ー
場
・
石
鳥
谷
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
５
施
設
の

計
17
施
設
。
す
べ
て
の
文
化
施

設
と
プ
ー
ル
２
施
設
が
無
料
と

な
る
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
は
１
日

券
が
５
０
０
円
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
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平成21年度学内学外の利用状況

ま
す
。

　

毎
年
、
岩
手
県
内
だ

け
で
は
な
く
県
外
の

方
々
も
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
花
巻
市
と
本
学

の
協
定
に
よ
り
、
今
年

か
ら
花
巻
市
民
に
と
っ

て
よ
り
利
用
し
や
す
い

環
境
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー

ム
の
ス
テ
ラ
ミ
ー
ゴ
い

わ
て
花
巻
も
練
習
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
講
習

会
の
場
と
し
て
も
提
供

し
て
お
り
、
昨
年
11
月

に
は
小
学
生
を
対
象
に

陸
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
3
月
に

は
、
全
国
高
等
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

の
会
場
と
し
て
も
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

― 
花
巻
市
全
体
を
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

―

ナ
は
４
０
０
円
で
利
用
で
き
ま

す
。
適
用
期
間
は
全
土
日
祝
日

と
夏
・
冬
・
春
の
長
期
休
暇
中

で
、
ス
キ
ー
場
と
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
は
シ
ー
ズ
ン
中
の
土
日
と
な

り
ま
す
。
利
用
す
る
際
に
は
、

学
生
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
の

詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

　

２
０
０
９
年
度
日
本
福
祉
工

学
会
論
文
賞
を
金
子
賢
一
准
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
受
賞

し
た
。
筋
繊
維
に
沿
っ
た
活
動

電
位
の
伝
わ
り
方
を
研
究
し
た

も
の
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
を

対
象
と
し
た
運
動
機
能
評
価
シ

ス
テ
ム
や
、
よ
り
良
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
の
開
発
に
つ
な
が
る

内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

研
究
テ
ー
マ
は｢

筋
繊
維
伝
導

速
度
に
よ
る
静
的
お
よ
び
動
的

運
動
時
の
筋
機
能
評
価｣

で
金
子

准
教
授
の
ほ
か
電
気
通
信
大
学

の
坂
本
和
義
名
誉
教
授
ら
５
人

の
共
著
で
あ
る
。

全国高等学校ハンドボール選抜大会の様子

金
子
賢
一
准
教
授

　

研
究
内
容
は
、｢

健
康
な
日
常

生
活
を
送
る
た
め
に
は
筋
力
が

必
要
だ
が
、
た
だ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
続
け
に
く
い
。
ど
れ

だ
け
筋
肉
が
付
い
た
か
、
運
動

の
成
果
が
分
か
れ
ば
、
筋
ト
レ

に
励
む
意
欲
が
生
ま
れ
る｣

と
の

考
え
か
ら
、
筋
繊
維
の
電
位
伝

達
速
度
測
定
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

効
果
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

受
賞
を
受
け
、
金
子
准
教
授

は｢

寝
た
き
り
に
な
っ
て
か
ら
の

福
祉
で
は
遅
く
、
高
齢
者
が
元

気
に
生
活
す
る
た
め
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
を
感
じ

た
。
現
状
で
は
機
器
が
高
価
で

あ
る
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
安
価

な
測
定
用
具
を
開
発
し
、
福
祉

な
ど
の
現
場
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い｣

と
語
っ
た
。

学
生
支
援
部 

部
長
代
理

井
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俊
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硬式野球部
■北東北大学野球秋季リーグ戦

8月22日～9月20日の５週（岩手:花巻市営球場他）
８勝２敗０分　準優勝 

大学名
八
戸
大

富
士
大

青
森
大

岩
手
大

八
工
大

ノ
ー
ス
大
勝負分順位

八戸大 ●● ○○ ○○ ○○ ○○ 8 2 １
富士大 ○○ ○● ○● ○○ ○○ 8 2 １
青森大 ●● ●○ ●○ ○○ ○○ 6 4 ３
岩手大 ●● ●○ ○● ○○ ○● 5 5 ４
八工大 ●● ●● ●● ●● ○○ 2 8 ５
ノース大 ●● ●● ●● ●○ ●● 1 9 ６

優勝決定戦　富士大学 6－7 八戸大学
優秀選手賞　守安玲緒⑷
最多打点賞　吉田翔吾⑷
最優秀防御率賞 佐藤智洋⑶
ベストナイン
 [投　手] 守安玲緒⑷ 
　　　　　　　3回目
 [三塁手] 吉田翔吾⑷
　　　　　　　2回目
 [外野手] 遠藤大左⑶

■北東北大学野球大館トーナメント大会
10月17～18日（秋田:大舘樹海ドーム）

２回戦　富士大学 11－ 0  岩手県立大学
準決勝　富士大学   1－12 八戸大学

柔道部
■東北学生柔道体重別選手権大会

9月5日（岩手:岩手県営武道館）
男子	 60kg級	 : 鳴海太悦　⑷	３位
	 66kg級	 : 村山慎太郎⑶	３位
	 73kg級	 : 村上　剣　⑴	１位
	 90kg級	 : 福岡朋宏　⑷	１位
	 100kg級	 : 工藤宏次郎⑷	２位
	 100kg超級	: 小野寺崇宏⑴	１位

60kg級を除く５人は全日本大会出場決定
■東北学生柔道体重別団体優勝大会

9月6日(岩手:岩手県営武道館）
男子 ２回戦 富士大学 1－0 東北福祉大学
　　 準決勝 富士大学 2－2 秋田大学　（内容勝）
　　　全日本出場決定戦
　　　　　  富士大学 4－0 東日本国際大学

全日本大会出場決定
■全日本学生柔道体重別選手権大会

10月11～12日（東京:日本武道館）
男子 66kg級:村山慎太郎⑶、73kg級:村上　剣⑴

１回戦敗退
  100kg超級:小野寺崇宏⑴　  　１回戦敗退

　　 90kg級:福岡朋宏⑷、100kg級:工藤宏次郎⑷
　２回戦敗退

■全日本学生柔道体重別団体優勝大会
11月2日～3日（兵庫:尼崎総合体育館）

男子　1回戦　富士大学 2－1 拓殖大学
　　　2回戦　富士大学 0－7 天理大学
■全日本ジュニア柔道体重別選手権大会

9月12～13日（埼玉:埼玉県武道館）
男子 100kg級:井上侑大⑴       １回戦敗退
■東北地区大学総体

10月18日（岩手:岩手県営武道館）
男子 準決勝 富士大学 6－1 東北福祉大学
　　 決勝    富士大学 4－2 東日本国際大学

優勝（2年連続15度目）
■全日本女子柔道選手権大会東北予選会

3月7日(山形県体育館）
※各県から３名出場の無差別選手権
女子　石光　加奈⑵　　　　　２回戦敗退
　　　帶刀　千佳⑴　　　　　２回戦敗退
　　　野田夕加里⑵　　　　　１回戦敗退

スキー部
■宮様大会国際競技会

3月7日（北海道:大倉山ジャンプ競技場）
モーグル男子　藤田広一郎⑵　　　  ２位

ホッケー部

■全日本学生ホッケー選手権大会東北・北信越予選会
9月4～5日（岩手:岩手町ホッケー場）

男子　富士大学 10－1 新潟大学　　優勝
女子　富士大学   5－0 新潟大学
　　　富士大学 14－0 北海道大学　優勝

男女とも７度目の全日本出場決定
■全日本学生ホッケー選手権大会

10月20日～25日（大阪・奈良）
男子 1回戦　富士大学 5－1 関西大学
　　 2回戦　富士大学 4－7 朝日大学

ベスト16
女子 1回戦　富士大学 0－0 中京大学
　　　　　　ＰＳ戦　 2－0
　　 2回戦　富士大学 0－7 天理大学

ベスト８

サッカー部
[学生チーム:富士大学]
■東北地区大学サッカーリーグ

9月5日～11月14日（岩手:富士大学人工芝Ｇ他）
　　５勝３敗１分　第４位

[社会人チーム:富士クラブ2003]
■東北社会人サッカーリーグ２部北ブロック

5月3日～12月20日（岩手:富士大学人工芝Ｇ他）
　　リーグ戦10勝4分　優勝

1部リーグ昇格戦敗退により2部残留

[社会人チーム:ＦＣＦｕｊｉ０８]
■岩手県社会人サッカーリーグ４部リーグ
6月28日～10月18日（岩手:富士大学人工芝Ｇ他）

　　リーグ戦10戦10勝　優勝　３部昇格
■第24回デンソーカップチャレンジサッカー

※全日本大学サッカー連盟主催選抜大会
　本学代表選手:市原直樹⑶、小磯雅⑵

3月5～7日(宮崎:西都市清水台総合運動公園）
　　リーグ戦 Ａブロック （２敗１分）
　　　北海道・東北 0－1 関東Ｂ
　　　北海道・東北 1－3 関西Ａ
　　　北海道・東北 0－1 東海・北信越
　　７位・８位決定戦
　　　北海道・東北 2－0 関東Ｂ

８チーム中 第７位

卓球部

■全日本学生卓球選手権大会
10月8～11日（神奈川:横浜文化会館体育館）

男子 シングルス	高好裕己⑷、北村　翔⑶
１回戦敗退

　　 ダブルス	 高好裕己⑷・北村　翔⑶組
２回戦敗退

女子 シングルス	平賀　恵⑶、佐々木孔子⑶、
	 鈴木陽子⑴　 １回戦敗退
　　 ダブルス	 本田郁美⑷・佐々木孔子⑶組

２回戦敗退
本田麻童香⑵・鈴木陽子⑴組

１回戦敗退
■東北学生会長杯争奪卓球大会

11月7～8日（宮城:若柳総合体育館）
男子　団体戦　富士大学Ａ　３位
女子　団体戦　富士大学Ａ　

優勝（2年ぶり2度目）
■全日本卓球選手権大会

1月12～17日（東京:東京体育館）
男子シングルス　北村　翔⑶　　　　 １回戦敗退
女子ダブルス　　本田郁美⑷・佐々木孔子⑶組
　　　　　　　本田麻童香⑵・鈴木陽子⑴組 

１回戦敗退
　　シングルス　佐々木孔子⑶、鈴木陽子⑴　

１回戦敗退
■第79回北日本卓球大会

1月23～24日（岩手:花巻市総合体育館）
男子団体　富士大学 ベスト８
女子団体　富士大学  優勝（2年ぶり3度目）
■第62回東京卓球選手権大会

3月10～14日（東京:東京体育館）
男子シングルス　北村　翔⑶　３回戦敗退
女子シングルス　高暁　晨⑶、本田麻童香⑵

１回戦敗退

ボクシング部
■東北シニアボクシングトーナメント大会

10月30日 （岩手:水沢総合体育館）
フェザー級　　高橋　勇⑷　　優　勝
ライト級　　　及川　直⑶　　準優勝
ウェルター級　岩本翔平⑷　　優　勝

女子ソフトボール部
■北海道・東北地区大学ソフトボール秋季大会

10月17～18日（宮城:並松運動場）
準決勝　富士大学  17－1 盛岡大学
決　勝　富士大学　 3－9 東北福祉大学

準優勝

ハンドボール部
■東北学生ハンドボール秋季リーグ

9月14～17日（青森:十和田市総合体育センター）
男子	 富士大学　28－27　秋田大学
	 富士大学　27－22　東北大学
	 富士大学　25－34　東北福祉大学
	 富士大学　15－34　東北学院大学
	 富士大学　27－31　仙台大学
男子	 １部リーグ　２勝３敗　５位
女子	 富士大学　38－17　秋田大学
	 富士大学　27－24　東北福祉大学
	 富士大学　28－17　秋田大学
	 富士大学　20－25　東北福祉大学
女子１部リーグ　３勝１敗 優勝

全日本出場
女子ベスト７　四戸このみ⑷、小野裕菜⑷
　　　　　　  工藤菜穂⑷、町谷なつみ⑶
■全日本学生ハンドボール選手権大会

11月7～11日（石川:いしかわ総合スポーツセンター）
女子 1回戦　富士大学 24－23 中京大学
　　 2回戦　富士大学 17－39 筑波大学

剣道部
■全日本学生剣道優勝大会東北予選

　9月13日 （宮城:塩釜市体育館）
男子団体　優勝（32年ぶり3度目）
女子団体　１次リーグ ３位
■全日本学生剣道優勝大会

10月25日 ※団体戦（東京:日本武道館）
男子 １回戦　富士大学 0－2 大阪学院大
■東北学生剣道新人大会

11月1日 （福島:日大工学部体育館）
男子団体　ベスト８

準硬式野球部
■東北地区大学仙台リーグ秋季リーグ戦

9月5日～19日（宮城:東北学院大学球場他）
２勝３敗　第５位
ベストナイン賞〔外野手〕胡桃沢龍飛⑶
順位 大学名 試合数 勝 敗 分 勝率
１ 東北学院大学 5 4 1 0 .800
１ 東北大学 5 3 2 0 .600
３ 仙台大学 5 3 2 0 .600
４ 福島大学 5 2 3 0 .400
５ 富士大学 5 2 3 0 .400
６ 東北薬科大学 5 1 4 0 .200

※ 同率の場合は、直接対決で勝った方が上位。
■関口杯 東北地区秋季トーナメント大会

10月2～4日（宮城:鹿島台サンスタジアム他）
２回戦　富士大学 11－0 岩手大学

（7回コールド）
準決勝　富士大学 12－4 東北学院大学工学部

（8回コールド）
決勝　　富士大学   5－7 仙台大学

準優勝

バスケットボール部
■東北学生バスケットボール１次リーグ

9月4日～9月13日(宮城:東北学院大学泉体育館）
男子　富士大学　97－67　仙台大学
　　　富士大学　86－78　ノースアジア大学
　　　富士大学　90－69　弘前大学
　　　富士大学　83－73　青森大学
　　　富士大学　70－87　東北学院大学
男子１次リーグ  4勝1敗 ２位  2次リーグへ
女子　富士大学　56－79　仙台大学
　　　富士大学　62－97　山形大学

　　　富士大学　70－52　岩手大学
　　　富士大学　89－81　福島大学
　　　富士大学　55－77　東北学院大学
女子１次リーグ　2勝3敗 2次リーグへ
■東北学生バスケットボール２次リーグ

10月9～11日(秋田:横手市増田体育館）
男子　富士大学　90－79　仙台大学
　　　富士大学　84－74　青森大学
　　　富士大学　60－79　東北学院大学
男子　第２位　全日本出場決定（2年連続）
男子個人賞　敢闘賞 目時　渡⑷
男子ベスト５　田口成浩⑵、佐藤一幸⑵
女子　富士大学　60－73　仙台大学
　　　富士大学　56－78　山形大学
　　　富士大学　78－74　東北学院大学
女子　第４位
■全日本大学バスケットボール選手権記念大会

12月2日(大阪:大阪市中央体育館）
１回戦　富士大学　81－102　拓殖大学

■東北学生バスケットボール新人大会
12月19～21日(宮城:仙台大学体育館）

男子３回戦  富士大学 100―57 八戸大学
　　準々決勝 富士大学 90―81 岩手大学
　　準決勝　 富士大学 97―80 福島大学
　　決　勝　 富士大学 72―79 東北学院大学

　準優勝
男子個人賞　敢闘賞 　　 佐藤一幸⑵
　　　　　　優秀選手賞  田口成浩⑵
女子準々決勝
　　　　 富士大学 96―49 宮城教育大学
　準決勝 富士大学 87―91 仙台大学　第３位

陸上競技部

■全日本学生陸上競技対校選手権大会
9月4～6日（東京:国立競技場）

男子　走高跳　 : 藤川芳徳⑶出場
　　　1,500ｍ : 樋渡翔太⑵出場
女子　10,000m競歩: 安達桂子⑶出場
■出雲全日本大学選抜駅伝

10月12日（島根県出雲市）
5区　6.4km　樋渡翔太⑵出場
■日本陸上競技選手権競歩大会

1月31日（兵庫県神戸市）
女子　20km競歩:安達桂子⑶　17位

テニス部

■東北学生テニス夏季トーナメント大会
8月10日～18日（宮城）

男子 シングルス	 谷地隼人⑷ ３位、
	 柳田直人⑴ ベスト8
　　 ダブルス	 谷地隼人⑷・工藤(青森大)組 ３位
女子 シングルス	小原由愛⑵ ２位、
	 小原結実⑶ ベスト8
　　 ダブルス	 小原結実⑶・小原由愛⑵組

　優勝 全日本出場
■全日本学生テニス選手権大会

8月6日～15日（東京:有明テニスの森TC）
男子 シングルス	 谷地隼人⑷　  １回戦敗退
男子 ダブルス	 谷地隼人⑷・工藤(青森大)組

 ２回戦敗退
女子 シングルス	小原結実⑶    １回戦敗退
	 小原由愛⑵    １回戦敗退
女子 ダブルス
	 信田怜奈⑴･濱谷(青森中央学院大)組

２回戦敗退
　小原結実⑶・小原由愛⑵組　１回戦敗退
■東北学生選抜室内テニス選手権大会

　12月7～10日（宮城:仙台市体育館）
男子 シングルス	 谷地隼人⑷　　     優　勝
男子 ダブルス	 谷地隼人⑷・石川(青森大)組

優　勝
女子 シングルス	 小原由愛⑵     　  優　勝
女子 ダブルス	 小原結実⑶・小原由愛⑵組

優　勝

富士大スポーツ　主な大会結果
　　2010年3月31日現在

※氏名の後の（ ）内は学年



前期
4月5日~9日 ⃝在学生ガイダンス・履修登録・健康診断
4月10日 ⃝入学式
4月12日 ⃝前期授業開始
4月12日～16日 ⃝新入生ガイダンス・履修登録・健康診断
4月22日～23日 ⃝新入生学外オリエンテーション
5月26日 ⃝学友会総会
6月16日 ⃝スポーツフェスティバル
7月～9月 ⃝図書館専門職員養成講習
7月30日 ⃝前期授業終了日
8月2日～7日 ⃝前期定期試験
8月2日～9月17日 ⃝夏期休暇
9月10日～12日 ⃝花巻まつり
9月上旬 ⃝父母懇談会
9月13日～17日 ⃝前期再試験

後期
9月21日 ⃝後期授業開始
10月23日～24日 ⃝紫陵祭
11月10日 ⃝基礎演習ガイダンス
11月24日 ⃝専門演習発表会
12月27日～1月7日 ⃝冬期休暇
1月11日 ⃝後期授業再開
1月15日～16日 ⃝大学センター入試
1月25日 ⃝創立記念日
1月28日 ⃝後期授業終了日
1月31日～2月5日 ⃝後期定期試験
2月7日～3月31日 ⃝春期休暇
2月14日～18日 ⃝後期再試験
3月中旬 ⃝卒業式
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OB  Message

●連絡は広報係まで　E-mail  fuji-kou@fuji-u.ac.jp

　

私
は
、
秋
田
銀
行
に
入
行
し
、

営
業
係
と
し
て
窓
口
業
務
を
中
心

に
日
々
精
一
杯
取
組
ん
で
い
ま
す
。

窓
口
で
は
、お
客
様
と
対
面
し
セ
ー

ル
ス
を
中
心
に
会
話
を
す
る
機
会

が
多
い
こ
と
か
ら
、「
笑
顔
」を
絶

や
さ
な
い
事
を
一
番
に
考
え
て
応
対

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が「
笑
顔
」を
意
識
す
る
理
由

に
は
、
大
学
時
代
の
部
活
動
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。
私
は
卓
球
部
の

主
将
と
し
て
、
楽
し
い
事
や
苦
悩

し
た
事
等
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し

（平成20年度経営情報学科卒）
●秋田県出身
●秋田銀行勤務

佐藤夏奈子さん
Kanako Sato

第
９
回 

全
国
高
校
生

☆
童
話
大
賞 

表
彰
式

　

賢
治
の
ま
ち
か
ら
～
第
９
回
全

国
高
校
生
☆
童
話
大
賞（
富
士
大

学
・
花
巻
市
・
花
巻
市
教
育
委
員

会
）の
表
彰
式
が
12
月
20
日(
日)

に

富
士
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
受
賞
者
と
保
護

者
、
選
考
委
員
ほ
か
約
70
名
が
出

席
し
、「
金
の
星
賞
」１
名
と「
銀

キャンパスを彩る様々なイベントが盛りだくさん。
今だからできること、やりたいことを積極的にチャレンジしよう！

の
星
賞
」３
名
へ
表
彰
楯
が
贈
ら

れ
、
４
人
を
称
え
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
藤

原
隆
男 

富
士
大
学
長
は「
個
性
と

発
想
の
豊
か
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
選

考
に
も
熱
が
入
っ
た
。
出
会
い
を

糧
と
し
て
、
文
芸
活
動
を
追
及
さ

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
47
都
道
府
県
か
ら
１
、

２
６
１
篇（
高
校
数
：
２
４
２
校
）

も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
金
・
銀

の
星
賞
4
作
品
の
ほ
か
銅
賞（
佳

作
）７
作
品
が
入
賞
と
な
り
ま
し

た
。
夢
と
創
造
性
に
富
む
作
品
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

作
品（
大
賞
・
優
秀
賞
）は
童
話

大
賞
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

w
w

w.koukousei-douw
a.jp/ 

に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
バ
イ
ル
サ

イ
ト
も
新
設
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

本
学
前
学
長
の
小
山
田

了
三
先
生
が
、
去
る
平
成

21
年
10
月
２
日
に
急
性
心

臓
疾
患
の
た
め
逝
去
さ
れ

ま
し
た（
享
年
76
歳
）。

　

小
山
田
先
生
は
、
岩
手

県
二
戸
市
出
身
で
東
京
工

業
大
学
大
学
院
修
了
後
、

科
学
技
術
庁
金
属
材
料

技
術
研
究
員
、
長
崎
大
学

教
育
学
部
工
業
技
術
科
教

授
、
山
梨
学
院
大
学
商
学

部
経
営
情
報
学
科
教
授
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
12
年

２
月
、
本
学
学
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
ご
逝
去
後
の

平
成
21
年
10
月
、
正
五
位

瑞
宝
中
綬
章
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ご
経
歴
か
ら
先
生
の
在

り
し
日
の
高
潔
な
お
人
柄

が
偲
ば
れ
ま
す
。
学
問
の

追
究
止
ま
ず
、
学
長
室
で

は
収
集
し
た
資
料
を
山
と

積
ま
れ
、
途
切
れ
る
こ
と

な
く
論
文
を
発
表
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
体
躯
か
ら
ほ
と

ば
し
る
学
問
と
教
育
へ
の
情

熱
は
豪
快
そ
の
も
の
で
し
た

が
、
時
に
そ
の
威
厳
に
満
ち

た
風
貌
か
ら
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
の
に
こ
や
か
で
穏
や

か
な
口
調
に
は
誰
も
が
虜
に

な
っ
て
し
ま
う
魅
力
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
感

謝
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故 

小
山
田
了
三
先
生
を

　
　
　
　
偲
ん
で

Campus Calender
平成22年度　学事予定

【
金
の
星
賞︵
大
賞
︶]

●
群
馬
県 　

高
崎
東
高
等
学
校

　

３
年　

吉
澤　

仁
衣
那
さ
ん

　
「
う
そ
つ
き
ね
こ
ム
ク
リ
」

【
銀
の
星
賞︵
優
秀
賞
︶】

●
東
京
都　

お
茶
の
水
女
子
大
学

　

附
属
高
等
学
校

　

２
年　

藤
本　

美
紗
子
さ
ん

　
「
う
そ
つ
き
と
魂
管
理
人
」

●
東
京
都　

創
価
高
等
学
校

　

３
年　

田
口　

健
司
さ
ん

　
「
ト
ン
ボ
池
」

●
神
奈
川
県 

日
本
女
子
大
学
附
属

　

高
等
学
校

　

２
年　

長
谷
川　

礼
奈
さ
ん

　
「SH

EEP SLEEP

」

ま
し
た
。
そ
の
中
で「
笑
顔
」と

「
礼
儀
」
は
大
切
な
事
で
あ
る

と
考
え
、
主
将
と
し
て
チ
ー
ム

を
ま
と
め
る
た
め
に
、
こ
の
二

つ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
自
分
が
笑
顔
で
取
り
組

め
ば
自
然
と
部
内
の
雰
囲
気
も

明
る
く
な
り
、
逆
に
落
込
ん
で

い
る
と
雰
囲
気
が
悪
く
な
る
と

い
う
こ
と
に
気
付
き
、
い
つ
も

笑
顔
で
楽
し
く
強
い
チ
ー
ム
を

作
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

現
在
も
銀
行
の
窓
口
で
は
こ

の
経
験
を
活
か
し
て
、
い
つ
も

「
笑
顔
」で
挨
拶
し
、
楽
し
く

お
客
様
と
会
話
が
出
来
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
お
客
様

と
会
話
を
し
て
い
る
と
、「
分
か

り
や
す
い
説
明
だ
っ
た
」、「
あ

り
が
と
う
」等
感
謝
の
言
葉
を
頂

く
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
は
本

当
に
嬉
し
く
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　

銀
行
業
務
は
広
範
囲
に
わ
た

り
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
大
変
な
時
で
も
お

客
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
く

と
、
一
日
も
早
く
一
人
前
の
銀

行
員
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
層
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
お
客
様
一
人
ひ

と
り
へ
の「
笑
顔
」を
大
切
に
し
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
の
私
が
あ
る
の
は
、
決
し

て
自
分
一
人
の
力
で
は
な
く
、

大
学
時
代
の
先
生
方
、
職
員

の
皆
様
、
部
活
動
で
お
世
話
に

な
っ
た
皆
様
方
の
お
陰
で
あ
り
、

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。

　

最
後
に
後
輩
で
あ
る
富
士
大

生
の
皆
さ
ん
、た
く
さ
ん
の
人
々

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
感
謝
し
、
悔
い
の
残
ら
な

い
大
学
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

ま
し
た
全
国
高
校
生
童
話
大
賞
で

す
が
回
を
重
ね
る
ご
と
に
応
募
作

品
の
質
が
向
上
し
て
お
り
、
平
成

22
年
度
で
第
10
回
目
を
迎
え
ま

す
。
実
行
委
員
会
で
は
節
目
を
記

念
す
る
特
別
企
画
を
も
っ
て
作
品

を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
事

業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
高
校
生
の
み
な
さ
ん
へ
❖

　

岩
手
県
花
巻
市
は
、
心
に
残
る

数
多
く
の
童
話
を
書
い
た
宮
沢
賢

治
が
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
。
好
奇

心
と
想
像
力
に
あ
ふ
れ
た
賢
治
の

精
神
は
今
も
こ
の
ま
ち
に
息
づ
い

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
心
の
中
に

広
が
る
世
界
を
小
さ
な
童
話
に
し

て
、
賢
治
の
ま
ち
ま
で
届
け
て
く

だ
さ
い
。
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